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第 1章

研究背景と目的
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1.1 研究背景

近年、都市部の気温が周辺の郊外に比べ高くなるヒートアイランドといった現象が問題

視されている。さらに夏場はヒートアイランド現象により冷房への電力需要が増加し、空

調排熱が増加することでヒートアイランドに拍車をかけている。

その現象の対策としてドライミストは開発された。ドライミストは水に圧力をかけ微粒

子にして噴出し、それが蒸発する際、空気中の熱を奪う現象を利用し周辺空気の温度を降

下させるものである。エアコンの 10分の 1程度の電力で稼働し、2011年に起きた東日本

大震災を引き金に起きた電力不足で、さらに注目を集めた。

ドライミストは 2005年愛・地球博の「グローバル・ループ」で大々的に導入された。そ

の後、六本木ヒルズ「66プラザ」、秋葉原クロスフィールド、新丸の内ビルなど、さまざま

な場所で導入された。研究・開発が進んだことで 2009年からは家庭用ドライミスト装置の

利用もされている。本研究室では効果の検証や効果的の噴霧方法の検討が現在も行われて

いる。

1.2 研究目的

本研究では、ロフト付き戸建て住宅を利用しドライミストの設置位置を変えることでＫ

邸での主な生活空間であるリビングを中心とした場所の温度変化を検証することを目的と

する。
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第 2章

家庭用ドライミスト概要
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2.1 装置詳細

2.1 ポンプ仕様

超磁歪素子ポンプ GMMP－M60
電源 100V（50Hz）
電力 73W
重量 7.5kg
寸法 本体部φ91×210ｍｍ

吐出圧力 6MPa 以上

2.1 高圧ホース仕様

PTEE ホース

（ステンレス鋼製オーバーブレード）

Swagelok 社
最高使用圧力 （20℃）20.6MPa
最小破裂圧力 （20℃）82.6MPa

2.1 ノズル仕様

NAGOMIT NA-50A（特注）

株式会社 共立合金製作所

一流体ノズル

吐出後粒径 0.16μm
噴霧水量 約 50ml/min（ノズル 1 個時）

図 2.1 高圧ポンプ

図 2.2 高圧ホース

図 2.3 ノズル
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第 3章

実験計画
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3.1 実験概要

ドライミストの噴霧時間はエアコン使用時間を想定し、10 時から 24 時まで噴霧行う。

尚、測定はドライミストの噴霧を止めた 24 時から翌 10 時も行い 24 時間測定を行う。

リビングの窓はすべて開けた自然換気空間とした。但しホールとの出入りのドアは閉め

た。ホールでは窓やドアは閉めきりにし、このことで実験対象からは切り離すことにした。

ドライミスト設置位置は、バルコニー3ヵ所、ロフト 2 ヵ所の計 5 ヵ所で、いずれも 1 ヵ

所で噴霧した。ドライミスト噴霧測定方法は、5 パターン（噴霧なし、バルコニーからバル

コニー、バルコニーからリビング室内、ロフト窓からロフト室内、ロフト室内からリビン

グ方向への噴霧）を行った。また、ドライミストを室内へ向けて噴霧する際はリビング東

窓付近に設置した濡れ感知センサーでドライミストの on/off を制御する。

表 3.1 実験日程

3.2 実験場所

実験は埼玉県さいたま市にあるロフト付き二階建てのＫ邸行い、2 階のリビング、ロフト、

ホール及びバルコニーを利用し、バルコニーとロフトから噴霧する実験を行った。

図 3.1 実験場所 （図の A）      図 3.2 K 邸外観（北から撮影）

降水量 日照時間
平均 最高 最低 平均風速最多風向 （ｍｍ） （ｈ）

8月16日 なし ― 30.2 35.2 25.6 1.9 北西 0 8.8

8月17日 バルコニーからバルコニー 水平 30.8 35.6 25.7 1.7 南南東 0 9.2

8月18日 なし ― 31.7 37.6 26.9 1.9 南南東 0 10.7

8月19日 なし（台風） ― 24.2 28.3 21.6 2 東 122.5 0

8月23日 なし ― 23.6 27.6 21.4 1.4 北西 0.5 2.8

8月24日 ロフトからロフト 水平 26.9 33 21.3 2.3 南 1 7.2

8月25日 ロフトからリビング 上30度 25.7 28.5 23.6 1.8 南 13 0.1

8月26日 ロフトからリビング 下45度 25.2 31.9 22.8 1.6 北北西 7.5 2.4

9月7日 バルコニーから室内 90度 24.2 30.1 20.1 1.7 北西 0 9.5

9月8日 ロフトからロフト 90度 24.9 31.7 19.2 1.7 北西 0 10.1

9月9日 バルコニーから室内 90度 27 32.3 21.5 1.5 南南東 0 6.6

9月14日 バルコニーから室内 90度 27.9 34.2 23.2 1.9 南 0 11

9月15日 バルコニーから室内 90度 28.3 33.5 23.7 2.3 南 0 10.8

実験日 噴霧方法 噴霧角度
気象庁データ（さいたま）

気温(℃) 風向・風速(m/s)
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3.3 実験器具（設置位置の詳細は後述）

3.3.1 熱電対

室内の高さごとの温度分布を測定するために使用。熱電対とは異なる 2 書類の金属を接

続し、温度差を与えることで電圧を発生させ、設置点の温度を測定するものである。バル

コニー、閉鎖空間のポールに各 9 個、室内 c 点と d 点に各 9 個、e 点と f 点に各 13 個、設

置した。

表 3.2 熱電対仕様

取扱会社 二宮電線工業株式会社

構成材料 銅（＋脚）銅及びニッケル（－脚）

測定精度 ±0.004％
被覆材料 耐熱ビニル

素線の径 0.1ｍｍ

3.3.2 温湿度計（おんどとり Jr.）

室内の温度・相対湿度の測定に用い、各ポールに 1 個ずつ設置した。温度測定に関して

は熱電対の方が制度が高いため、おんどとり Jr.の測定データは主に相対湿度のみ使用した。

表 3.3 おんどとり Jr.使用

取扱会社 株式会社 ティアンドデイ

製品番号 Thermo Recorder RTR53
測定精度 温度：±0.3℃ 湿度±5％RH
分解能 0.1℃ 0.1％RH
記録容量 8000 データ×2 チャンネル

3.3.3 データロガー

熱電対の端子をデータロガーの入力ステーションに接続しパソコン上での測定データの

記録、管理に使用した。

表 3.4 データロガー仕様

取扱会社 江藤電気株式会社

名称 高速型多点分散データロガー サーモタック 6
製品番号 3060A（サーモタッグ本体） 3002A（入力ステーション）

測定精度 ±0.3℃
分解能 0.1℃
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3.3.4 濡れ感知センサー

ドライミストを室内に向け噴霧する際 on/off を制御するのに使用。センサー部で水分を

検知すると off になり乾くと再び on になる。

表 3.5 濡れ感知センサー仕様

取扱会社 アスザック株式会社

名称 雨センサーAKI-1801
回路図

3.3.5 電源ラインモニタ 3351

濡れ感知センサーによるドライミストの発停状況の記録に使用した。電源ラインモニタ

3351 は負荷電流を 1 秒毎に測定・記録することができ、記録された時間の負荷電流が 0 の

時はドライミストが濡れ感知センサーによって停止していたとわかる。

表 3.6 電源ラインモニタ 3351

取扱会社 日置電機株式会社

名称 電源ラインモニタ 3351
測定精度 電圧±1％ 電流±1％

3.3.6 超音波風向風速計

1 台はバルコニーと室内の間の窓付近の風向と風速を測定するために使用。もう 1 台はロフ

ト部の窓付近の風向と風速を測定するために使用。

表 3.7 超音波風向風速計

取扱会社 クリマテック株式会社

名称 3 成分超音波風向風速センサー

測定精度 風速±1％rms ±0.05m/s
風向±2℃

分解能 風速 0.01m/s
風向±0.1℃
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3.4 実験室詳細

各測定器具の配置を図 3.3、図 3.4、図 3.5、に示す。リビングの窓はすべて開けた自然換

気空間とした。但しホールとの出入りのドアは閉めた。ホールでは窓やドアは閉めきりに

し、基本的には実験対象からは切り離した。

図 3.3 K 邸 2 階平面図

熱電対の設置高さ

・ポール（a,b,c,d）0、10、282、563、1125、1688、1970、2240、2250(mm)
・ポール（e,f）0、10、282、563、1125、1688、1970、2250、2528、2805、3083、3350、

3360(mm)
・おんどとり Jr.の設置高さ：1125(mm)

　　　 噴霧方法

①バルコニーからバルコニー

②バルコニーからリビング
　

③ロフトからロフト

④ロフトからリビング

ホール

キッチン

浴室

洗面所
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バルコニー

部屋２
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図 3.4 X－X″断面図

図 3.5 Y－Y″断面図
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3.5 ドライミスト噴霧測定方法と仮設

3.5.1 噴霧なし

本研究ではひとつの空間を使い実験を進めるので、ドライミストを噴霧しない場合の温度

測定を基準にしてドライミストの設置位置を変えるどのよう変化をするかを調べる。

3.5.2 バルコニーからバルコニー噴霧について

ドライミストによりバルコニー内で冷やされた空気がバルコニーからリビングへ流入し、

室内の暖かい空気を押し上げロフト部の窓より外へ出し室内全体を冷やすことになる。

その上、バルコニーに向けて吹くので室内の床など濡れる心配がなくなる。

図 3.6 バルコニーからバルコニー噴霧説明図

　　　 噴霧方法

①バルコニーからバルコニー

②バルコニーからリビング
　

③ロフトからロフト

④ロフトからリビング

ホール

キッチン

浴室

洗面所

収納

バルコニー

部屋２

部屋３

部屋１

設置図

ポール 熱電対
(温湿度計+1125）
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f
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2
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④+3500

リビング

トイレ
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②

①
閉める

d

b

ダイニング

3F ロフト

可動　
ハシゴ
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3.5.3 バルコニーから室内噴霧について

直接室内に噴霧することで、部屋の温度を下げることを目的としている。バルコニーから

バルコニーに噴霧する際と同様、ドライミストにより冷やされた空気は暖かい空気を押し

上げロフト窓より外へ出ていく。しかし、室温よりも外気の温度が高いと考えられる日中

は、外気からの暖かい空気の流入があり室内でドライミストにより冷やされた空気が温め

られ温度降下が小さくなる。

図 3.7 バルコニーから室内噴霧説明図

　　　 噴霧方法

①バルコニーからバルコニー

②バルコニーからリビング
　

③ロフトからロフト

④ロフトからリビング

ホール

キッチン

浴室

洗面所

収納

バルコニー

部屋２

部屋３

部屋１

設置図
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3.5.4 ロフト窓からロフト（室内）噴霧について

ロフトなど室内で暖かい空気が溜まる天井付近よりドライミストを噴霧することで、室内

の暖かい空気により低い位置で噴霧する時よりもミストは気化しやすく、空気の持ってい

る熱を奪い、天井付近の温かい空気の温度を下げる。

そして、冷やされた空気はロフト部より生活空間であるリビングへ降り、室内全体を冷や

すことになる。

図 3.8 ロフト窓からロフト（室内）噴霧説明図

　　　 噴霧方法

①バルコニーからバルコニー

②バルコニーからリビング
　

③ロフトからロフト

④ロフトからリビング
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キッチン

浴室

洗面所

収納
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3.5.5 ロフト（室内）からリビング噴霧について

ロフトからロフトに噴霧する際と同様に、暖かい空気が溜まる天井付近よりドライミスト

を噴霧することで、室内の暖かい空気により低い位置で噴霧する時よりもミストは気化し

やすく、空気の持っている熱を奪い、天井付近の温かい空気の温度を下げる。

図 3.9 ロフト（室内）からリビング噴霧説明図

　　　 噴霧方法

①バルコニーからバルコニー

②バルコニーからリビング
　

③ロフトからロフト

④ロフトからリビング

ホール

キッチン

浴室

洗面所
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バルコニー

部屋２

部屋３

部屋１

設置図
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4.5 超音波風向風速計による考察

各実験日において風はどのように吹いていたのか考察する。

このグラフは西から東への風速を正とする。

図 4.46 8/17 リビング風速結果（西から東を正）

図 4.47 8/17 ロフト風速結果（西から東を正）
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図 4.48 8/18 リビング風速結果（西から東を正）

図 4.49 8/18 ロフト風速結果（西から東を正）
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図 4.50 8/26 リビング風速結果（西から東を正）

図 4.51 8/26 ロフト風速結果（西から東を正）


